



Seismic Characteristics of the Makio Dam 
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Ti =正;モs (1) 
乙れに対する振動形は





である ZiはJ0 (z)をOならしめる zの値であり
Z1 = 2.4048 
Z2 = 5.5201 





T1 - 1.10sec 
T2 0.48sec 
T3 = 0.31sec 
となる.即ち一次，二次および三次の固有振動数はそれ
そ、れ0.91Hz，2.09Hz， 3.28Hzとなる.
凶5および図6で示したように，スペクトJレには 2.2
Hz付近に鋭いピ{クがみられるが， 乙れは上で述べた
二次の固有振動数に対応していると考えられる.また，
同図には 1Hzおよび3Hz 付近にもわずかながらピーク
が存在するが，乙れが一次および三次の固有振動数に対
応するかどうかは明らかでない.
また(2)式より求めた一次，二次の振動モードを図8~C:: 
示す.図7と図8を比較する乙とによって堤体の振動モ
ードが明らかになる.両図からは，堤体が一次ないし二
次モードで振動していることがわかるが，二次モードが
やや卓越している傾向がみられる.振動測定点が3点で
あるために，三次より高次の振動モードについては明ら
かでない.
8. まとめ
ダムの堤体下端l乙入力してきた地震波は6Hzないし
13Hz に卓越周期をもっていたと考えられる. ζの入力
地震により堤体は一次あるいは二次モードの共振現象を
生じ，速度振巾，変位振巾は 3~5 倍K増巾された.こ
の時の振動数は2.2Hzであり，せん断ばり理論から求め
た二次モード振動数2.1Hzとよく対応する.堤体が二次
モード振動をしていることは， 3測定地点、の波形から得
られた浸体の変形の様子からも推測される.
今回は測定地点、が3ケ所であったために，より高次の
振動モード，あるいは詳細な堤体の変形の様子はわから
なかった.今後，多点、同時測定等，より詳しい測定をす
ることが期待される.
終りにのぞみ，多大な御助言をいただいた本学土木工
学科大根義男教授に深く感謝の意を表する.また測定に
あたっては所長をはじめとして水資源開発公団愛知用水
総合管理所牧尾管理所の諸氏，日本技研株式会社の磯貝
洋尚氏，橋本勝弘氏，本学大学院生村瀬裕司氏~c::御援助
いただいた. 計算にあたっては本学大学院生坪井利弘
氏，学部学生井上敏晴，門坂俊男君l乙援助していただい
た.乙乙に合わせて感謝の意を表する.
計算には本学計算機センターのYHP21MXを用いた.
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